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◆はじめに

　本日いただいたテーマは，「コロナ時代の遠隔
授業デザイン」というものです．
　私は元々，教育工学系の研究者です．医学教育
に則して申しますと，日本医療教授システム学会
の創設以来，ここで活動してきております．
　2006年に熊本大学教授システム学研究セン
ターを開設しました．この大学院のキャッチフ
レーズは「教え方を教えます」いうことで，幅広
い領域で教育工学の専門家を養成する研究者養成
の大学院です．
　修士課程・博士課程は，幅広く専門的な知識を
身に付け，様々な分野で活躍していただく人物を
養成しておりますが，特に医療・薬学系領域も視
野に入れて創設した大学院であり，現在，研究室
から羽ばたかれた方の約半数ぐらいは医療系施設
や専門学校で教育に携わっている方々が占めてい
ます．

◆ 4つの I

　左記の大学院は 2006年に構想以来，完全オン
ライン化した大学院となっております．
　この大学院で何を学ぶかを端的に申しますと，
「4つの I」になります．そしてこの中核に， 私の
専門の教育の設計，インストラクショナルデザイ
ン（Instruction Design：ID）があります（図 1 ・ 2）．
IDの他に 3つの I， すなわち ICT業者にだまされ
ない程度の IT （Information Technology） の知識，
それから新規開発や改訂が常に伴いますので，何
をいつの時点でどのようにクオリティーするかと
いうスキルが必要でありルーティンワークでは収
まらないため，プロジェクトを進行させるマネジ
メントスキル（Instructional Management：IM）
のノウハウが必須です．それから最後の Iは，法
務の専門家に相談ができる程度の知識（Intellectu-
al Property：IP）になります．ある程度の知識
を身に付けておりませんと，何が問題で，あるい

図 1　イントラクションデザイン 図 2　イントラクションデザインのイメージ
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は何が問題になりそうだという視点を持てないた
め，eラーニングの専門家とはいえません．この
コンセプトを掲げて，2006年に完全オンライン
の大学院を創設しました．

◆大学院の現在

　現在は 16期生になっています．その中心は 30
～40代の方で，50代も若干在籍しており，院生
達は学んだことは即実践ということで，何かを学
ぶとすぐ応用してくれるのでその輪の広がりが楽
しく，様々な場所で新しい発想のもとに教育に携
わってくれており，頼もしい同窓会もできつつあ
ります．もちろん完全オンラインですから，コロ
ナ禍の影響をまったく受けておりません．考えて
みると，医学教育には当然ハンズオンがあり，教
育の普通の形態として人から人への教育ですの
で，対面教育が当たり前の世界が続いてきていた
と思います．したがって私どもの大学院と比べれ
ば正反対な，かなりのダメージを受けたのではな
いかと推測します．しかしながらそのダメージと
いうものが，ある意味，ピンチはチャンスと申し
ますが，困難になったからこそ，その状況を立て
直し，元に戻すのではなく，さらに一歩上を目指

すためのチャンスにする，という発想で今後の医
学教育を再設計していくことはできるのではない
かという思いを持っております．

◆平時に戻るまでの遠隔授業のデザイン 7カ条

　左記のとおり，完全にオンライン化した大学院
において，対面授業を行わないことが大前提で教
育工学の専門家としてこの 15年間を過ごして参
りました．このような私に，国立情報学研究所が
主催するシンポジウムの第 4回講演に招聘されま
した．まず，この講演を紹介いたします．
　2020年 4月 17日に開催された「4月からの大
学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシン
ポジウム」という講演です．タイトルは，「平時
に戻るまでの遠隔授業のデザイン 7カ条」です
（図 3）．
　1つ目の対面授業をやらなくても立派な通学制
課程として認められていますよ，というのは私の
大学院の話で，いわゆる高度なメディアを利用す
ることによって対面授業に相当するオンライン授
業は可能です，というものです．すでに時代遅れ
となった事項も含まれておりますが，関心がござ
いましたら QRコードから NIIウェブサイトの映
像・資料をご覧ください．遠隔授業については
15年の経験から申し上げますと，急にできるも
のではない，言い方を変えますと，無理はしない
でくださいということを申し上げました．大切な
点は学生が学び続けることであり，教員が従来と
同様な方法で教え続けることにあるのではない，
ということです．
　この講演の下調べの際に大いに役立ったのが私
の出身校であるフロリダ州立大学のデネン教授の
言葉です（図 4）．
　フロリダ州立大学はオンライン教育をかなり以
前から導入しておりまして，その大学の教育者が
申しておりますことなので信頼を寄せてもよいと
思います．要するに，管理者，教育者，学生の全
員が，第一に自分と他人の健康を維持すること，
次に，可能な限りその学期の指導目標を達成する
ことに集中する必要があるということです．
　まずは人間，コンテンツは 2番目，テクノロ
ジーは 3番目，その上で目標に迫れと言っている

図 3　平時に戻るまでの遠隔授業のデザイン 7カ条

NII映像 NII資料
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シンプルな提言です．テクノロジーに目を奪われ
がちになるけれど，そうではなくてコンテントで
しょう，その前にピープルでしょうということで
す．この順番を守るということをまず掲げていま
す．存分に納得できた言葉でした．
　この提言に付随する点も熟考した上で，さきほ
どの 7カ条を構築いたしました．

◆大学におけるアフターコロナ

　最近，大学基準協会の委員を拝命しまして，ア
フターコロナの大学の基準をどのように考えるか
をディスカッションしております．あらためてこ
のテーマを調べましたところ，ぜひ紹介したいも
のがございました．アフターコロナにおける，大
学でのニューノーマルに残したい 5つの要素につ
いてです（図 5）．
　コロナ禍の襲来によって，世界中の大学が様々
な工夫を行っています．もちろん米国と我が国で
はかなり事情が異なり，米国は ICT利用を拡大
する方向へ進んでいました．そんな米国でも大学
教員に目を向けると，その半数ぐらいの教員はそ
もそもオンライン教育を経験したことがありませ
んでした．しかし経験豊富な教員達にガイドされ
ながら，進んできました．その結果，グッド・プ

ラクティスが出てきたわけです．そして集約され
た結果が，この 5つとなったわけです．
　まず 1つ目は，意味生成のための協働的テクノ
ロジーです．Google Docsを例にしても，それを
共有して何かグループワークをする，ディスカッ
ションボードでも，ホワイトボードでもよいので
すが，そういうことだけでも意味生成のための協
働作業が可能ではなかろうかと．要するに，これ
までの各自がインプット中心で行うということで
はなく，皆で学び合う方向に進むべきではなかろ
うかということになります．

図 4　デネン教授の言葉

図 5　アフターコロナの大学における 5つの要素
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　2つ目が，学習とテクノロジーの学生エキス
パートです．学生に活躍・貢献してもらおうとい
うことで，米国では医学教育で言うところの屋根
瓦方式，ピアチュータリングが相当進んでおり，
その認定のためのピアチューター養成研修が確立
されていますので，学習において上級生が活躍す
ることはかなり浸透しています．それに加えてテ
クノロジーにおいても彼らはデジタルネイティブ
ですから，教員よりもはるかに実践しておりま
す．したがって，下級生を教えるという学習面だ
けではなく，テクノロジーの面でも学生の活躍・
貢献できる場面を増やしたほうが効率的ではなか
ろうかということです．米国の大学ではボラン
ティア的な活動がコロナ禍においても実践されて
おり，それをさらに定着させるための仕組みの構
築化を進めるべきでは，ということが述べられて
います．
　3つ目がインフォーマルコミュニケーションの
ためのバックチャンネルです．これは，我が国の
LINEに相当するテキストメッセージの交換は日
常的に行っているので Zoom等で中継的な同期型
の授業を行いつつ，その裏で，どのようにテキス
トメッセージを交換していくかということを同時
にバックチャンネルとして設計すべきではなかろ
うか，ということです．この日本医学教育学会大
会のように，運営者側は必ずバックチャンネルを
持っていて，例えば Zoomの設定に何か不具合が
生じた際には，その不具合な点をやりとりする
バックチャンネルは必須なわけですが，それを授
業にも使えるはずであるという発想，これがつま
りインフォーマルコミュニケーションのための
バックチャンネルになります．
　4つ目が，協働学習のためのブレークアウト
ルームです．このブレークアウトルームというも
のは Zoom機能として追加されたもので，かなり
使いこなしている例があります．これも協働的テ
クノロジーと組み合わせて実践するわけですが，
要するに大人数を 1集団として教えるのではな
く，小グループに分けブレークアウトルームをう
まく使い，そこでグループ活動をさせるというこ
とです．例えば前提知識の確認であったり，事例
の解釈を試みてみたり，あるいは自分たちの活動

を振り返ってリフレクションしたり，また質問を
まとめたりというようなものにワンクッションを
当て，そのワンクッションの活動単位をさらに小
さくすることによって，能動的な学習を可能にす
る．このようなことは，対面授業では教室におい
て小グループで集まり日常的に行っていたことで
す．ただ，これがオンラインではなかなか困難な
ため，ある意味，救世主としてこのブレークアウ
トルームという機能が設定されましたので，これ
を積極的に活用すべきだと考えております．
　最後の 5番目は，学習空間拡張のための録画の
提供です．これは我が国でもかなり進んでおりま
して，欠席した際の講義の再視聴であるとか，あ
るいは難解な点を理解するための再視聴などは一
般的になりました．それだけではなく，今後は教
員の授業分析も可能にするのではないかと考えら
れています．昨今，IRで蓄積されたデータをど
のように活用すべきかという点に注目が集まって
おりますが，そういうことにも録画で保存すれば
生かせるのではなかろうかということです．これ
は何も同期型の録画だけではなくて，LMS （学習
管理システム：Learning Management System）
上において非同期で学習したものにも活用できる
でしょう．コロナ禍以前と同じ形態に戻すのでは
なく，コロナにより困難が生じた様々な事態に対
してタダでは起き上がりませんよと知恵を絞り工
夫して，ノーマルに対面授業が行える環境に戻っ
た際に何を残し何は終了させ何をどのように実践
すべきか，これらを考える絶好の機会と捉えるべ
きと考えております．

◆ ICT業者からの見積もりについて

　冒頭で紹介しました ID・IT・IM・IPの 4つ
の中の I，その中の ITにからめて ICT業者から
の見積書を例にします．ICT業者からの見積金
額は往々にして高額です．その金額が適正なの
か，あるいは高額なのかが判断できない場面に遭
遇した場合，これまでは IT業者と一般的なユー
ザーとは不平等な関係性にありました．業者の立
場からすればできるだけ利益を確保しようとする
ため，例えば動画作成やアニメーション制作等を
提案するわけで，その提案された企画が施設とし
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て必要としているものなのか，使いこなせるの
か，有用なものなのか等を，費用対効果と納期の
点も含めて判断しなければなりません．予算が潤
沢であればよいのですが，無駄は省くべきであり
ますし，高額を費やすのであれば，なおさら良品
質を追求する視点が重要だと思います．さらに
は，ITについての豊富な知識を持つ人材はどこ
かに存在しているのですから，IT知識が不足し
ていてもコネクションを繋げ広げてゆく役割を担
うことはできますので，この視点を忘れずにして
もらいたいと思います．

◆病院実習ができなくなった

　病院実習に行けなかった，できなかったことを
不安に思っている医療系学生がたくさんおりま
す．もちろん医療系に限ったことではなく，教育
学部の教員養成に必要な教育実習も同様です．
　今まで教室に全員が集まる通学制課程が当たり
前という，非常に恵まれた環境，すなわち「ぬる
ま湯」だった．そのぬるま湯で教え，あるいは学
んできた．しかしそれが，いきなりこのコロナ禍
によってできなくなったことは，繰り返しますが
絶好のチャンスだと考えるべきです．つまり，こ
れまでは教室に来ていればよい，来れば授業の時

間が潤沢に確保されているので，教員も学生もそ
れでよいと思い込んでいました．当たり前なため
に工夫が生まれてこなかったのです．しかし当た
り前ではなくなったことによって，持っている豊
かな資産をどのように生かしていくかを考えざる
を得ない状況に追い込まれたことは，ワンランク
アップする機会になったのです．

◆遠隔教育を考える 4つのポイント

　対面教育と比較すると，コロナ禍以前の遠隔教
育は恵まれておりませんでした．このような遠隔
教育において，一体どのようなことが今まで起き
てきたのか，これを次に紹介したいと思います
（図 6）．
　遠隔教育は，基本的に対面教育より劣る孤独な
学習だと言われ続け，キャンパスに行き対面に
よって学ぶのが理想的で，これはいまから考える
とぜいたくだったことになりましたが，とにかく
対面授業に参加できない人には諦めの感情が生じ
てしまい，周囲も劣っているとみなしてきまし
た．遠隔教育を担っている人間として，このこと
は腹立たしかったわけで何とか改善したかったの
です．そこで，いろいろ考えてきました．
　遠隔教育とひと口に申しても，郵送による通信

図 6　遠隔教育を支えた第 4の理論
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教育から，ディスタンス・エデュケーションと呼
ばれたテレビ・ラジオ時代の遠隔教育，それから
インターネットを介してのオンライン教育，ある
いは eラーニング，Webベーストレーニング等，
様々な言い方があり，常に変遷してまいりまし
た．その中で非常に初期の頃から，今でも通学制
ではない通信制高校がありまして，そういうとこ
ろに通信という言葉が残っていますけれど，どの
ようにしたら，遠隔教育が劣っておらず正当化で
きるのかを考えてきました．
　遠隔教育の理論群は 4つに大きく分ことができ
ます．まず 1つ目は，自主自律理論です．遠隔教
育は，先生が目の前にいて，さあ学べとか，この
時間が終わるまでは帰ってはいけないとか，これ
らの制約がない場所で行うわけです．もちろん遠
隔教育といっても同期型の場合はこの性格が継続
します．要するに先生がいなくても学ぶことがで
きる人が育つという考え方，これを自主自律理論
と言います．遠隔教育では，独立性とか，自律性
とか，自主的に学ぶとか，タイムマネジメントと
か，動機付けを自分でやるとか，そういうことが
求められます．このような環境にいるわけですか
ら，必然的に自主自律性の高い人間が育つのでは
ないかと考えます．
　2つ目が産業化理論で，対面教育の恵まれた環
境では変革を考えることもなかった合理化・分業
化・規格化，これらを行うことによって，工業社
会における産業化の知見を駆使することで教育機
会の拡大ができるだろうという考え方です．つま
り，裾野を広げることができるだろうというのが
産業化理論です．当然そのためには，工夫しなけ
ればなりません．例えば対面教育のように，100
～200人収容の大教室に集め一方的に講義する．
これではまともな教育が担保できるわけがないの
ですが，これまで平然として行われてきました．
これは逆に，遠隔教育ではあり得ません．遠隔教
育においては，掲示板は 30人までしか使わせて
はいけないというのがグラウンドルールになって
います．もちろん何千人も収容している高等教育
機関における遠隔教育はありまして，この何千人
分の同じ科目のテキストはワンチームで作ります
が，それをデリバリーする際には 30人ごとに分

けてデリバリーします．分業化ということは，本
来こういうことであり，だから分業化と合理化と
規格化というのは，同じテキストを使うとか，あ
るいは分業して最終的には学生とインターフェー
スがあるところには 30対 1に留めるということ
が，ある程度ルール化されてきました．要する
に，このように行わないと機会の拡大はできるけ
れど，質の担保はできないということです．しか
しながら対面教育は，この点をおろそかにしてき
たのではないかということです．もちろん対面教
育でも，実習を行う際には小人数に分けているの
で大人数の講義にはなっていないと言われます
が，しかし遠隔教育は，そういう区分けがなぜな
されているのか，本当にそれが適切なのか，この
授業ではどういう役割を担うのか，そのためにこ
の配置で正しいか，これらを常に考えながら進ん
でまいりました．
　3つ目が双方向コミュニケーション理論という
ことになります．これはオンライン・インター
ネットが普及したときに，それまでは不可能だっ
た対話や相互作用が可能となったので積極的に使
いましょうという理論です．テレビやラジオ放送
は，一方的に送りっぱなしなワンウェイだったわ
けです．ラジオで言いますとさすがに同時双方向
はできないけれど，お便りコーナーのように視聴
者との関わりを持つ手段を見つけ，双方向コミュ
ニケーションを実現しようとして苦労してきたの
です．ところが対面になるとリアルな現実を目の
前にして，とたんに工夫しなくなる．これが問題
だと思います．決めつけ的な言い方をしているの
はあえて刺激的なように意図しているためです
が，すべての言説には例外がありますことも留意
しつつお読みください．
　4つ目は，同価値理論です．これは対面教育よ
り遠隔教育が劣るのは，同じ形を追究するからよ
くないという理論です．同形ではなく同じ価値を
追究すべきである，つまり，教室の授業を焼き直
してはいけないということです．図 6の下段に示
すとおり，対面集合研修は四角形ですが，オンラ
インでは丸形に囲っております．この意味は，面
積が同じであれば等価値を有すると考えるなら
ば，形にこだわる必要はないという考え方です．
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これは同価値理論と呼ばれ 2000年にサイモンソ
ンが提唱したもので，要するに同じ形でやったら
対面教育には敵いませんよ，ということです．こ
の理論に準じまして，私の大学院も 2006年のス
タート当初から，対面授業と同じことをオンライ
ンでやるデザインにはしませんでした．むしろ，
そういうことをやっていたら駄目だよという警鐘
を鳴らすために，例えばビデオによる一方的な講
義は行わないと決めたわけです．それから，定期
試験もやらないと決めました．だからこそ，同じ
形ではないならば，ではどのように行うのかを考
えなければなりませんでした．
　実はこのような背景にあったからこそ，同じ形
ではなく同じ価値を追究することや非同期で学生
の学習活動を支えることに意識が至るのです．今
まで対面で教育を行ってきた教員がさてオンライ
ンでの授業に臨むと，必ず Zoomの同期型になっ
てしまいます．しかし中には，録画しておいた動
画を YouTubeに UPした教員もいます．それは
非常に良かったと思うのですが， つまり YouTube
に上げた途端に同期型じゃなくて非同期になりま
すから，相当な恩恵をもたらしているはずです．
学生にももちろん歓迎されたし，教材として適切
に活用すれば 4年間ぐらいは同じ動画を使えます
（ちなみに放送大学は，同じ番組を 4年間放送し
ます）．「今年はこうこうだった」とさえ言わなけ
れば翌年も使えますので，このような細部に留意
さえすれば，来年もその翌年も使用可能となり，
これによって講義をしないでも済むわけですか
ら，その時間を何か別のことに振り向けることが
できるはずです．このような点もぜひ考えていた
だければ，と思っております．

◆オンライン教育のできること，できないこと

　オンラインで教えられないことは，いくらでも
あります．例えば手技が伴えば，当然教えられま
せん．しかし，頭で思考し応用力を養うことはオ
ンラインで教えられます．反面，例えば私の人間
性がオンラインで伝わるかというと，それには限
界があります．したがって，要素を分けるという
発想が重要になります．何ができて何ができない
か，このメディアの得意な部分は何で，対面集合

型の得意な部分は何で，それを目的に合わせてど
のように組み立てていくか．これはまさにデザイ
ンそのものであり，このデザインという発想が求
められています．
　批判を恐れずに言いますと，従来の教育は前年
と同じ内容を同じ方法によって行うことが基本路
線だったとすれば，前年と同じにやることが不可
能となった環境を生じさせたコロナの与えた影響
は相当大きいわけです．つまり，変えざるを得な
い状況になってきたわけです．さて，このような
チャンスが訪れ，それでも教育に何らかの変革を
もたらさないとすれば，未来永劫までも変わるこ
とはできないでしょう．現在は大きな分岐点に直
面しているのではないか，というのが私の見立て
です．

◆情報技術によって変わる高等教育

　次に紹介するのが，OECD（Organisation for 
Economic Co-operation and Development：経済
協力開発機構）から報告されたものです．ラーニ
ング革命と申しまして，「情報技術によって変わ
る高等教育」 という報告書を出しています（図 7）．
　要するに，ICT，通信技術・情報技術の利用と
いうのは，何も遠隔教育だけに限った話には収ま
らないのではないか，という分析と，対面教育機
関の教師は徹底した学習成果を達成するように指
導することに強い責任感を持っている，つまり，
劣勢の中で何とかしようと格闘してきた遠隔教育
の教師から多くのことを学ぶことができるのでは
ないか，と解説しております．このレポートの日
本語訳は 2000年に発行されましたが，レポート
そのものは 1996年に報告されたものです．した
がってこの 20年間，我々は一体何をやっていた
のかをこれを読むことによって反省できることに
なります．
　さて，2000年というのはどういう年だったか
と申しますと，いわゆる eラーニングがそろそろ
我が国にやってきた年です．企業教育おいても，
どうやら eラーニングで研修できるらしいぞ，と
いうことで導入され始めました．大学教育にはあ
まり導入されませんでしたが，企業内教育は一時
期，とにかく eラーニングの波に一回のまれ，そ
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の後，大したことはないねと衰退していきまし
た．波が来て，波が去っていったということで
す．衰退した背景には，結局は同じことをやって
いるのならば従来のままでよいということがあり
ました．対面と同じ中身をいきなり eラーニング
教材にしても，そんなものは必要ないでしょうと
いう話です．というわけで，現在は非常に限られ
たところでしか eラーニングは使われておりませ
ん．したがって，2000年のこの OECDレポート
発表からコロナ禍が発生するまでの 20年間，我
が国では一体何が行われたのかといえば，何もし
なかったという言い方が正しいのか，あるいは下
手にやって悪くなっているという言い方が正しい
のか，いささか躊躇しますが，このような状況
だったということです．

◆ムーアの交流距離理論

　さて，授業をデザインする，つまりインストラ
クショナルデザインすることは，大学教員として
具体的には，目標をシラバスに明記することにな
ります．次に，シラバスに掲げたその目標をどう
ようにテストするか，目標とマッチしているの
か，あるいはその目標に対して効果的な方法で教
育しているのか，といったことをあらためてここ

で見直す必要があります．そこで紹介したいの
は，ムーアの交流距離理論です（図 8）．
　これは図 6で示した遠隔教育を支えた 4つの理
論的な区分けにおいて，1つ目の自主自律理論に
含まれるものの一つです．
　ムーアは，遠隔教育の遠隔とは何かということ
を，それは物理的な距離ではなく心理的な距離で
あると定義しました．要するに同じ教室内に座っ
ていても心理的な距離が非常に遠い場合もある
し，地球の裏側で暮らしていても，あの先生は大
好き，と思ってくれる人物も存在するかもしれな
いということです．物理的な距離ではなく，心理
的な距離を縮めることをデザインの目的にすべき
では，と考えました．そのためには何が必要かと
申しますと，対話と構造です．対話というのは，
教員，あるいは同級生とのやりとり，ダイアログ
です．それは説明であり，励ましであり，フィー
ドバックであったりするわけですが，これらがタ
イムリーに行われ頻繁に設計されていればいるほ
ど，心理的距離は縮まるわけです．いわゆるほっ
たらかしかどうかが，対話の低い・高いです．
　もう 1つの構造とは，目標に対してやるべきこ
とが明確となっている，つまり，シラバスが明解
に設計されているかどうかということになりま

図 7　情報技術によって変わる高等教育
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す．目標が明記されていて，そのための教材が準
備され，何をすれば単位を取得できるのか，とい
うことが把握でき，そのために非常に慎重に考え
られた課題群が整然と並べられていること，これ
が構造です．したがってこの組み立てられた構造
が明解・正確になればなるほど，効果的で効率的
な教育をやってくれている安心感から，教員と学
生の心理的な距離が縮まるはずだと考えました．
　さらに，もう一つの重要な観点があります．そ
れは自律性ということです．つまり，対話と構造
は，きちんとしていればしているほど良いのかと
いうとそうでもなく，ある人物にとっては，そこ
までやらなくてもいいですという，ある意味，親
切と有難迷惑の境目が存在しています．どこまで
懇切丁寧に教育することが理想的なのかというこ
とが，受ける側の自律性の高低によって，対話の
適切量にも提供する構造にも変更が必要となるこ
とがモデル化されました．

◆大学のカリキュラムを再考する

　これを一歩押し進めると，もともと高等教育機
関の目標を自律的な人間を育てるための最終段階
であるとするならば，自律性の低い，例えば高校
4年生のような学生が仮に入学し，その学生にも

高校までと同様の懇切丁寧な教育を行って大学の
6年間を過ごさせ，そしてまともな医療従事者と
して育成し卒業を迎えるまでのことを考えたと
き，対話の量や構造を減少させる設計もする必要
があるのではなかろうかという発想も持つに至っ
たのです．何を申し上げたいかと言いますと，
しっかりした構造を用意するのはよいのだが，し
かし任せる部分もある程度，徐々に増やしていっ
たほうがよいかもしれないし，また，同じものを
達成するにしても方法の好みや手をつける順序，
これらは学生の自主性に任せ，教員が全部を決め
るのがベストとは限らないのではないかというこ
とです．
　さらに言いますと，医学部の場合はプロフェッ
ショナリズムを備えた医療者の一員としてスター
トするわけで，その素養を身に付けてから世に出
さなければならないとすれば，自律性がきわめて
重要なキーワードになるはずです．なぜならば，
常に学び続けていかなければ専門職の最先端知
識・技術を維持できません．だからこそ，そのよ
うな人間を育てようとするならば，手取り足取り
丁寧にやらないほうがよいのではという考えに至
ります．この文脈で考えていきますと，オンライ
ン授業のほうが，ある意味においては恵まれてい

図 8　ムーアの交流距離理論
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る部分があるのでは，という考え方も成り立つの
ではないでしょうか．

◆授業のデザイン

　迫り来るウィズコロナ時代あるいはアフターコ
ロナ時代において，大学の高等教育機関全体の授
業デザインを考えますと，まず私は自律性育成デ
ザインが必要だろうと思います（図 9）．
　そのために重要なのは交流距離のデザイン，つ
まり設定した足場をいかに外していくかというこ
とになります．あまり親切過ぎずにできるだけ自
分達でやらせ，失敗しても立ち直れるような余裕
もあらかじめ設けておかなければなりませんが，
一発勝負ではなく何回でも勝負できることで，別
に何回勝負してもいいよというオプションも与え
つつ，しかし，これができるようにならなかった
ら絶対に及第させないという教員側の気概も堅持
し示しながら，やるかやらないかは君たち次第で
す，というカリキュラムとなります．

◆学生に自律性を促す

　では，実際に授業のデザインをどうしたらよい
のかを考えます．誰に何をどのように教えるかと
いうことを考えるとき，入り口でまず相手は誰な
のか，デジタルネイティブの特性や基礎的な知識
量はどの程度なのか，自律的に勉学できるのか，
嗜好性についてはどうなのか，などを把握する必
要があります．また何を教えるということは出口
でもあり，ブルームの「目標分類学（タキソノ

ミー：Taxonomy）」にならって教育の目標とす
る領域を「あたま，こころ，からだ」の 3領域と
考えることができます．基礎から応用まであるわ
けですが，これまでの教え方が基礎から応用だと
すれば，それを逆転する必要があるだろうと考え
ます．医学教育が PBLで先鞭を切ったように，
まず応用から入り，基礎の不足している点をその
場で身に付けていく授業のデザインです．つま
り，暗記によって知識を習得する授業は撤廃して
しまいます．暗記は各自が勝手にやればよいわけ
であって，むしろ応用している間にだんだん理解
できてしまう効果をねらいます．つまり覚えなけ
れば応用できないというわけではなく，テキスト
を参照しながら応用できるのであればそうすべき
であり，そのうちに参照回数が減っていくという
順序が効果的であることは最近の学習科学で指摘
されています．
　どのように教えるかと申しますと，端的に表現
するとつまり，教えないということです．責任を
移譲，つまりゴールはこれだと明示するだけで，
やるかやらないか，どういうやり方で何回やる
か，できるまでやるのは君たちの責任であって，
私たち教員は君たちができるようになるまでとこ
とん付き添います，という覚悟をしっかり表明し
ておくことが重要ではなかろうかと考えます．教
員からこのように宣言されたら，学生は勉学に費
やす時間をできるだけ短く終わらせようと工夫し
ます．このためには，最初にゴールが明示されて
いないといけません．何を身に付ければ及第でき
るのかを把握できていないと学生はどうしようも
ないので，まずは出口を示しそこまで到達するか
しないかは君たち次第である，このことを教育の
根底に据えるのです．ある意味，従来の教育とか
なり違う教育になるかもしれませんが，少なくと
も他学部に比較して基礎学力を持つ医学生を相手
にしているわけですから，十分に可能だと考えら
れます．

◆授業以外の学習支援デザインについて

　最後に授業以外の学習支援デザインについてで
す．欧米の大衆化が進んだ国では，屋根瓦方式が
より組織化されており学習支援センター，あるい

図 9　大学授業のデザインの要諦
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は図書館がリニューアルしてラーニングコモンズ
になっており，そこで共同学習を行っています．
学習支援センター等においてピアチュータリング
によって，上級生が下級生に教えることで学びを
支援する経験を積むわけです．もちろんこのよう
なシステムや施設を活用することについては，各
自の責任の範囲でやりなさいということをまず教
えています．
　他にもキャンパスライフについてですが，大学
に登校する意味はどういうことなのかをしっかり
と伝えておかないとなりません．オンライン化が
進むにしたがって大学にわざわざ登校する必要は
ないと考える学生が増えていると思うので，この
点も踏まえつつ今後も一歩先の教育をデザインす
るという発想をぜひ持ってもらいたいと思ってお
ります．

◆おわりに

　コロナ禍が落ち着いても対面講義を復活する必
要はない，と発言する学生がおります．つまり，
その程度の教育しか提供していなければ，学生は
キャンパスに来る必要性を感じません．言い方を
替えますと，オンラインでも明解にデザインされ
た授業であり対面以上の教育がなされているので
あれば，対面教育を受講できない多忙な方々で
も，あるいは職場の理解が得られないため休職で
きず受講することの叶わない方でも，オンライン
によって学習することが可能なのです．オンライ
ンのみによる大学院教育を，私は実際に実践して
きたわけですから．
　これまでが恵まれた環境だったのです．この環
境だったからこそ変革にまで思い至らなかったの
です．いまの状況をチャンスと捉えるべきだ，と
いう言葉を添えてこの講演を終わります．


